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豊島
区議団

河原 弘明 星 京子里中 郁男 細川 正博

　幹事長の里中郁男です。3/8には小池百合子東京都知
事、高野之夫豊島区長をお招きして、都民ファーストの会豊島
総支部設立大会及び都民ファースト　豊島の集いを開催いた
しましたところ、大変多くの方にお集まりをいただきました。
　これからも①身を切る改革②情報公開③住民目線という政
治姿勢を基本とし、小池都政と高野区政とのパイプ役として活
動を広げていく所存です。

幹事長あいさつ

　平成30年第１回定例会は、2月14日から3月26日までの41日間の会期で行われました。
　主な議案として、公園・区民の森・目白庭園にて子供を受動喫煙から守り子育て環境をさらに向上させるために全面禁煙化を図
る条例改正、町会活動を支援する「町会活動の活性化の推進に関する条例」、住宅宿泊事業法（民泊新法）に基づく民泊の手続き
や事業者の責務等を定める条例、トキワ荘関連施設の整備等に充てる基金を設置する条例、新ホールや新区民センターの設置等
について定める条例、などが可決されました。なお、30年度予算の審議は予算特別委員会で行われました（後述）。

第1回定例会

都民ファーストの会
豊 島 区 議 団
所 属 議 員

里中郁男議員が一般質問
　2月2日、里中郁男議員が
会派を代表して「思いやりと
感謝で築く豊島区に」と題
し、一般質問をしました。
　30年度予算と財政計画
について投資的経費の意義
や見通しを確認すると共に、
新ホール等を活用したネー
ミングライツやふるさと納
税を活用した新たな歳入確
保策の提案をしました。更
に、都市部を狙い撃ちした
国の一方的な税制改革による税の収奪や、東京23区の大
学等の定員抑制などの問題点を指摘した上で、区の考え
を質しました。

公園等施設が全面禁煙化
　区内の公園等施設（公園・児童遊園・仮児童遊園・区民
の森・目白庭園）は合計165ケ所あり、このうち全ての児
童遊園と一部の公園等の99ケ所は既に禁煙となっていま
す。残りの66ケ所をすべて禁煙化することになりました。
30年10月1日より59の公園等で禁煙とし、分煙施設があ
るなどの7園は2年以内で段階的に禁煙とします。望まな
い受動喫煙、特に子供たちへの受動喫煙を防ぐ必要があ
ると私たちは考えており、大いに賛同しています。
　東京都では都民ファーストの会東京都議団が中心と
なった議員提案にて「東京都子どもを受動喫煙から守る
条例」が可決され、30年4月1日から施行されます。近年の
オリンピック・パラリンピック開催都市では、屋内を全面禁
煙とする受動喫煙対策を講じています。今国会では多くの
人が使う施設を罰則付きで原則禁煙とする健康増進法改
正が議論されており、今後の議論を注視していきます。



　3月2日～19日、予算特別委員会が行われ、我が会派からは河原弘明議員・星京
子議員が委員として質疑に臨みました。
　情報公開・都民目線・ワイズスペンディング（賢い支出）の3つの観点から評価で
きると判断し、予算案に賛成致しました。

〈予算案の特徴〉
1. 過去最大の予算規模
　新ホールや新区民センター、池袋西口公園の整備など、豊島区の発展に寄与
する投資的経費が増大

2. 東京を狙い撃ちに実施された不合理な税制改正による減収
　ふるさと納税、法人住民税の一部国税化、地方消費税の交付金の見直しなど
の影響により、合計39億円もの減収を見込まざるを得ない

3. 5年連続して財政調整基金の取り崩しを行わない予算編成
　5年連続して財政調整基金を取り崩さずに予算を計上

〈会派の予算要望が反映された主な新規拡充事業〉
女性にやさしいまちづくり推進事業/コミュニティソーシャルワーク事業/選択的介護
モデル事業/重症心身児(者)等在宅レスパイト事業/ロタウイルスワクチン接種事業/
地域猫活動の支援強化/児童相談所設置準備事業/待機児童ゼロの継続と保育の質を高める取組み/道徳教育の充実/がん教育
推進事業/学校施設の長寿命化改修計画策定事業/コミュニティ・スクール導入等促進事業/公園トイレ等改修事業/空き家活用事
業/無電柱化整備事業/防犯カメラの設置助成等の拡充/女性起業家への支援事業/(仮称)マンガの聖地としまミュージアム整備事
業/インバウンド推進事業/ソメイヨシノプロジェクト推進事業/東アジア文化都市推進事業/旧第十中学校跡地活用事業/新規購入
や交換などが必要な体育用具への対応/催告・納付相談の法律事務所委任事業　など

平成30年度予算特別委員会  －30年度予算が可決―

　東京を狙い撃ちにした不合理な税制見直しなどによる
区の財政への影響は合計で39.1億円/年にものぼります。
財政の偏在のみ強調し大都市特有の膨大な行政需要が全
く考慮されないばかりか、地方の自主財源である地方税を
充実させるという地方分権の流れにも逆行しており、到底
納得できません。
（1） ふるさと納税
　29年は6.49億円、30年は8.1億円の影響額。ふるさ
と納税制度の本来の趣旨には大いに賛同しますが、現
状は制度の趣旨を逸脱していることや公平性などの問
題があります。本来の趣旨にあった制度となるよう国に
は取り組んで頂きたいものです。
　なお、本区でもトキワ荘復元施設に関するふるさと納
税の新たな取組みを行います。

（2） 法人住民税の一部国税化
　表記の影響で19億円の減収が見込まれます。

（3） 地方消費税の交付金の見直しなどの影響
　国は地方消費税の清算基準を都市部に対して不利
な方法に変更しようとしています。(配分指標から「従業
員数」「販売額」を廃止・縮小し「人口」の割合を高める)。
このことにより12億円の減収が想定されます。
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不合理な税制見直しによる大きな影響
　平成32年(2020年)3月に南長崎花咲公園内へオープン
予定の「(仮称)マンガの聖地としまミュージアム」(トキワ荘
復元施設)を整備するにあたり「トキワ荘関連施設整備基
金」を設置し、ふるさと納税制度の活用(所得税・住民税の控
除が可能)により30年2月より寄付の募集を行っています。
　法人・個人共3万円以上のご寄付を頂いた場合、銘板へお
名前を記入して、花咲公園内等に設置いたします。
　私どもの会派も趣旨に賛同しております。
　ご協力頂ける方は下記窓口又は区のHPをご覧ください
(「トキワ荘基金」で検索してください)。
　豊島区文化商工部文化観光課マンガ・アニメグループ
　TEL:03-4566-2758

トキワ荘を再現！ふるさと納税を募集中！

※トキワ荘とは…豊島区椎名町（現南長崎）にあった手塚治虫、藤子不二雄、石ノ森章太郎、赤塚不
二夫、寺田ヒロオ、鈴木伸一などのマンガ家が入居していたアパート。昭和57年、老朽化により解体。


